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１．はじめに 

 

 プログラム開発にあたって 

「世代交流型自然体験・介護予防プログラム」は、2016 年度日本財団助成事

業を受けて、公益財団法人身体教育医学研究所が開発したものである。 

プログラム開発の目的は、少子高齢化が進行する地方部において喫緊の課題

である子どもの健全育成、子育て世代の支援、高齢者の介護予防、さらには里山

整備をも融合し得るモデル的な取り組みを構築することにあった。子育て支援

においては、自然体験活動が各地で展開されており、子どもの育ちと保護者支援

の両面において評価を受けている。一方で、こうした活動を支え、見守るボラン

ティアの存在は必要不可欠であり、その担い手として退職後の中高齢者への期

待は高まっている。中高齢者にとっては、活動への参画を通して社会的役割を得

るとともに、自身の介護予防にもつながる外出、身体活動、コミュニケーション

の場にもなる。また、子どもたちとの交流に加えて、子育て世代の保護者とも交

流することで、地域の中に三世代交流的な機会が創り出される。こうした取り組

みを実現すべく、プログラム開発が始まった。 

本事業では、モデル的に長野県東御市における中山間地域指定エリアをフィ

ールドとし、子ども、保護者、高齢者が定期的に集い、自然体験活動を中心とす

る多世代交流プログラムを年間通して定期的に開催できる持続可能な取り組み

を構築することを目指した。なぜなら、継続的にプログラムを実施することによ

って、参加する子どもたちの発達の促進（心身の成長）、子育てに関わる保護者

の支援（育児ストレスの解消や子どもとの関わり方の改善）、ボランティア高齢

者の心身の改善と QOL（生活の質）の向上、活動フィールドとなる中山間地域

の里山整備（下草刈りや枝落とし等の人力による整備）に伴う森林環境の改善等、

多方面にわたる効果が実証できると考えたからである。 

以上のことから、本事業の成果物であるこの実施報告書の構成を、「プログラ

ムを始める前に」、「プログラムの具体的な内容」、「プログラムを実践した成果」

の 3 つの内容を柱とすることで、同様に少子高齢化が進行する地方部の中山間

地域においても展開可能な事業モデルとして、子育て支援・介護予防・里山整備

を融合した中山間地における多世代交流型自然体験プログラムを広く普及する

ことを視野に入れて作成している。 

 

 2016 年度実施プログラムの全体像 

まずは、プログラムの全体像がわかるように、長野県東御市において 2016 年

度に具体的に実施した年間の活動全てを示す。またこれは、以後の書面構成をガ

イドする役割も兼ねている。 
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【2016 年度実施プログラムの全体像】 
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２．プログラムを始める前に 

 

 参加者・ボランティアスタッフ（以下、ＢＳ）を募集する 

市町村から発信される広報への掲載を中心に、市内に在住する未就園児から

小学校１年生までの子どもたちとその保護者に対して募集を行う。 

中高齢者のＢＳ募集は、地域の民生児童委員会、保健補導員会（自治組織の保

健事業担当者）等に対する説明会や、以前から参加しているＢＳからの口コミ活

動等で行い、趣旨とスタッフの役割について説明する。 

 

 プログラム評価のために事前調査を行う 

対象者にアンケート調査の説明と協力依頼を行い、調査を実施する。 

また、プログラム終了後にも、同様の調査を実施し、結果報告を行う。 

 （詳細は「4．プログラムを実践した成果」p46～参照） 

 

 

 

 

 

 

【成果物リーフレット：対談記事】 
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【民生児童委員や地区自治組織等での説明会】 
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【市報とうみ 2016 年 4 月号掲載記事】 
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【市報とうみお知らせ版 No.277 20168 年 4 月 1 日号掲載記事】 
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【成果物リーフレット：詳細説明】 
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 事前研修を行う 

 

①ＢＳの事前講習会 

ＢＳが気持ちよく活動に臨めるように、スタッフの役割を理解する。 

≪里山探検事業の例≫ 

イ) スタッフも子どもと一緒に活動を楽しもう。 

ロ) 全ての参加者に対して「見守り」ながら、積極的に声掛けをしよう。 

ハ) 子どもが自ら行動できるように「手伝い」過ぎに気を付けよう。 

ニ) 子どもの行動を否定する「ダメ」「いけない」等の言葉は使わないよう

にしょう。 

ホ) 子ども、スタッフ同士は勿論の事、保護者ともコミュニケーションを

取ろう。 

ヘ) 安全第一で充実した活動が出来るように、みんなで助け合おう。 

ト) 何か気付いた事があれば、報告・連絡・相談を徹底しよう。 

チ) 参加者の持病・アレルギー・怪我についてはスタッフ全員で共有しょ

う。 

 

②安全講習会  

いざという時のために、応急手当ての知識と技術を学び、身に付けておく。 

全国体験活動指導者認定委員会自然体験活動部が認定する「ＮＥＡＬリーダー

（自然体験活動指導者）養成講習会」や、ＭＦＡ（メディックファーストエイド）

応急救護手当の訓練プログラム等を活用し、ＢＳの安全講習会を行う。 
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【安全講習（座学）】 

 

【安全講習（実習）】 
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【ロープワークの講習】 

 

【ＭＦＡ講習でのＣＰＲ訓練】 
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 プログラムを検討する 

毎回の活動の計画・進行について確認をする。 

・ＢＳの中に特別な技術や才能を持っている人はいないか？ 

・地域の自然や歴史・文化から学べることはないか？ 

・そのようなことを伝えることができる人材が地域にいないか？ 

ＢＳの中にある資源（人、場所、ノウハウ）を活かす組立を行うことで、よ

り充実した活動を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プログラム検討会議】 
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 活動拠点の整備・危険箇所の確認  

安全に活動が行えるようにＢＳと活動拠点の整備を行う。見落としがちな枯

れ枝等、落木の危険性があるものは高枝ノコギリ等で切り落とし、落木を事前に

防ぐ。また、プログラム各回の活動前後に、フィールドの下見、下草刈り、枯木

の伐採などの活動拠点の整備を継続的に実施する。 

 また、活動拠点に併せて、危険個所についても確認し共有する。 

≪危険箇所を見付けるポイント≫ 

・子どもの目線に合わせて目視する。 

・目視は一定方向だけではなく、左右上下と視野を広げて確認をする。 

 

 事前説明会を行う 

説明会では、自然の中での活動紹介や、そこから得られる効果、そして活動に

伴うリスクを伝え、活動に対し理解を得られた方に参加同意書の提出をお願い

する。 託児を設けることで保護者が参加しやすい環境を準備すると良い。 

 

 

 

 

【説明会の様子】 
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【落木の危険性がある木を目視する】 

 

【枯れ枝を切り落とす】 
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【枯れつたを切り落とす】 

 

【野ばらを切り落とす】 
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【倒木の危険性がある木を撤去】 

 

【チェーンソー作業】 
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３．プログラムの具体的な内容 

 

 基本的な 1 日の流れ 

＜活動開始前＞ 

事務局スタッフは、プログラム開始 2 時間前に現場入りし、ＢＳは最低でも

プログラム開始 1時間前には集合して、ミーティングや下見に備える。 

① ラジオなどで音を出してクマに人間の存在を知らせる。 

② 活動現場の下見（危険箇所・破損個所等確認） 

③ 現場整備（草刈・落ち葉掃き等） 

④ 活動準備（探検コース下見、道具の運搬） 

⑤ ミーティング（前回までのヒヤリハット・報告事項の連絡、今日の活動内

容、参加人数の確認、役割決め） 

⑥ 各担当の役割に分かれて受入準備 

 

＜参加者集合時＞ 

受付・受入（名前の確認、参加者の体調確認） 

 

 

 

【活動開始前のミーティング】 
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＜活動時＞ 

① おはようの会 

イ) 参加者を集合させ開始する。 

ロ) 挨拶、スタッフ紹介 

ハ) 名前呼び 

ニ) 今日の活動について説明 

② 探検（散歩） 

イ) 探検の担当が先導し、参加者の間にスタッフが入る形で進む。 

※出発前に水分補給を行う。 

ロ) 探検の途中で遊びが始まった場合は、スタッフが 1、2名残り、他のス

タッフは参加者を誘導しつつ探検を続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おはようの会で名前呼び】 
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③ 探検終了後は準備の出来た人から昼食をとる。 

④ 昼食・自由遊び 

⑤ さよならの会 

イ)子どもたちにその日の活動について感想をもらう。 

ロ)絵本や紙芝居の読み聞かせを行う。 

ハ)次回の連絡をして解散する。 

ニ)さよならの会終了後、スタッフは可能な限り、子どもの様子を保護者

へ報告し、積極的にコミュニケーションを図る。 

 

＜活動終了後＞ 

スタッフミーティングの開催 

① 活動の振り返り・反省 

② ヒヤリハットの確認 

③ 次回の連絡 

 

 

 

 

 

【スタッフミーティング】 
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 季節や場所等の特性を生かしたプログラム 

★プログラム体験会 

子どもが自然や森の環境に慣れることと併せて、保護者によっては、自然の中

での活動に不安を感じていることも多く、保護者が楽しい時間になるように配

慮する。 

通年で活動する森の様子や 自然の中での子どもの表情や動きなど、保護者に

観察してもらい、普段の子どもの様子と自然の中での様子について違いを報告

してもらい共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【探検で遊びを見つける】 
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★キラキラカフェ（未就園親子対象） 

参加している保護者同士がつながりを深め、子育ての悩みや、子どもの発達な

ど、保護者同士が学びあえるワークショップを開催。 
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★ネームプレート作り 

一年を通じて使う自分自身の名札を作成する。 

 

 

【切った木片に名前や絵を書き作成する】 
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★絵具遊び 

自然の中で、汚れを気にせず色の変化や絵の具の感触を楽しみながらダイナ

ミックに表現する。 
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★棒巻きパン作り 

たき火を使って、幼児でも手軽にできる調理体験 
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★竹水鉄砲作り 

ノコギリやキリなどの道具を使って、自然の素材でおもちゃを作る。 
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★里山おとまり会 

自然学校等の施設を利用して、普段の活動ではできない宿泊型のイベントを

行う。 
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【おとまり会の様子】 
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★体育館でのレク、校庭での泥遊び（荒天時の活動） 

変わりやすい森の天候に備えて、室内等でもできるプログラムを用意する。 

 

【体育館でも親子新聞遊び】 

 

【グランドでの泥遊び】 
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★生きている木、死んでいる木探し 

子ども自身の安全意識を高める（倒木や落木、枯れ木による事故を防ぐ）た

めに、生きている木と死んでいる木の特徴を説明し、子どもたちと森を散策し

て、死んでいる木を発見した際には赤いスプレーでマークを付ける。マークを

付けた木は、後日、伐採等整備をする。 
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★秘密基地作り 

子どもが主体となって、竹や枝を使った基地を作る。 
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○豚汁作り 

野菜をちぎるなど可能な限り子どもにも参加してもらい、自然の中で調理体

験を行う。 
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★ハンモック体験 

5 感を使って気持ちよく自然を感じる体験としてハンモックを用いた。 
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★シャボン玉作り 

自然の素材（つるや、竹、落ち葉）を使ってシャボン玉を作る。 
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★虫眼鏡、ファーブル体験 

植物や虫などへの興味を深めるために、観察道具を用いて自然に触れる。 
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★リース作り 

探検で見つけたツルを使ってリースを作る。持ち帰って保護者と飾り付けを

行う。 
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★雪遊び体験 

そり遊びや造形物を作って遊び、雪の特性を知る。 
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【春の活動の様子】 

 

【夏の活動の様子】 
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【秋の活動の様子】 

 

【冬の活動の様子】 
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★活動最後の読み聞かせ 
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【成果物リーフレット：概要紹介】 
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４．プログラムを実践した成果 

 

 参加した子どもや保護者の変化 

①子どもの変化 

「世代交流型自然体験・介護予防プログラム」に参加した子どもの変化の評価

には、中台・金山（2002）が作成した幼児の社会的スキル尺度を使用した。社会

的スキルとは、「ある環境の中にある特定の状況にふさわしい行動であって、か

つ望ましい結果と関連している社会的行動」と定義されている 1)。 

全部で 25 問の質問のうち、社会的スキル領域に関する質問は、主張スキル 5

問、自己統制スキル 4 問、協調スキル 3 問で構成され、得点が高いほど社会的

スキルに優れていることを示す。また、問題行動領域に関する質問は、不注意・

多動行動 4 問、引っ込み思案行動 5 問、攻撃行動 4 問で構成され、得点が低い

ほど問題行動が少ないことを示す。いずれの質問も、保護者が子どもの社会的ス

キルや問題行動の様子を、「まったくみられない」（1点）、「少しみられる」（2点）、

「ときどきみられる」（3 点）、「よくみられる」（4 点）、「非常によくみられる」

（5 点）の 5 段階で評定することで測定できる。 

今回は、プログラム前後の両方で回答が得られた未就園児の保護者 10 名、就

学前後児の保護者 30 名のデータから、子どもの変化を評価した。 

その結果、未就園児では、問題行動領域に関する変化は見られなかったが、社

会的スキル領域については、以下の通り得点が向上した。 

参加前 2.2±0.6 点 ⇒ 参加後 2.5±0.5 点 （p=0.057）【社会的スキル領域】 

特に、社会的スキル領域の中でも主張スキルが、統計的に有意に向上した。 

参加前 2.0±0.7 点 ⇒ 参加後 2.5±0.9 点（p=0.038）【主張スキル】 

一方、就学前後児では、社会的スキル領域、問題行動領域のいずれについても

統計的に有意に良い方向への変化を示した。具体的に、社会的スキルの中では、

自己統制スキルと協調スキルが向上し、問題行動領域では、不注意・多動行動と

攻撃行動が減っていた。詳細は以下の通りであった。 

参加前 2.9±0.6 点 ⇒ 参加後 3.2±0.6 点 （p=0.001）【社会的スキル領域】 

参加前 2.5±0.7 点 ⇒ 参加後 2.8±0.7 点 （p=0.007）【自己統制スキル】 

参加前 2.8±0.7 点 ⇒ 参加後 3.2±0.8 点 （p=0.044）【協調スキル】 

 

参加前 2.0±0.4 点 ⇒ 参加後 1.8±0.4 点 （p=0.029）【問題行動領域】 

参加前 2.5±0.7 点 ⇒ 参加後 2.2±0.7 点 （p=0.034）【不注意･多動行動】 

参加前 2.1±0.7 点 ⇒ 参加後 1.7±0.6 点 （p=0.007）【攻撃行動】 
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②保護者の変化 

保護者の変化には、中道・中澤（2003）が作成した親の養育態度尺度を使用し

た。これは、養育態度を「応答性」と「統制」の 2 つの面で測定する尺度で、応

答性は「子どもの意図・欲求に気付き、愛情のある言語や身体表現を用いて、子

どもの意図をできる限り充足させようとする行動」、統制は「子どもの意志とは

関係なく、親が子どもにとって良いと思う行動を決定し、それを強制する行動」

と定義されている。 

全部で 16 の質問があり、そのうち応答性に関する質問が 8 問、統制に関する

質問が 8 問で構成されている。保護者が子どもに対する自身の態度として、「ぜ

んぜんあてはまらない」（1 点）～「ぴったりみられる」（4 点）の 4 段階で評定

することで測定できる（ただし、応答性の 6 問目、統制の 6 問目と 8 問目は逆

転項目で、点数を逆にして処理する必要がある）。 

これも、子どもの変化と同様に、プログラム前後の両方で回答が得られた未就

園児の保護者 10 名、就学前後児の保護者 30 名のデータから、保護者の変化を

評価した。 

その結果、未就園児、就学前後児のいずれの保護者も、「応答性」が上がって

いたが、「統制」も上がっていた。 

 

「応答性」 

未就園児保護者 ：参加前 2.9±0.4 点 ⇒ 参加後 3.1±0.4 点 （p=0.038） 

就学前後児保護者：参加前 3.0±0.4 点 ⇒ 参加後 3.2±0.3 点 （p=0.005） 

 

「統制」 

未就園児保護者 ：参加前 3.2±0.3 点 ⇒ 参加後 3.5±0.3 点 （p=0.027） 

就学前後児保護者：参加前 3.2±0.4 点 ⇒ 参加後 3.4±0.3 点 （p=0.005） 

 

なお保護者には、プログラムへの参加が「子育て意識に与えた影響（変化）」、

「子どもとの接し方（関わり方）に与えた影響（変化）」、「自身の心理的健康（ス

トレス原因、ストレス解消など）に与えた影響」について自由記述で回答しても

らい、プログラムの質的評価を行った。 
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「あなたの子育て意識に与えた影響（変化）はありますか？」 
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「あなたの子どもとの接し方（関わり方）に与えた影響（変化）はありますか？」 
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「あなたの心理的健康（ストレス解消など）に与えた影響はありますか？」 
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【成果物リーフレット：事業成果】 
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 関わった中高齢者の変化 

関わった中高齢者の変化には、気分プロフィール検査（POMS：Profile of Mood 

States）の POMS2®日本語版（成人用・短縮版）と、健康関連 QOL（Quality 

of Life：生活の質）尺度である SF-12v2®を使用した。 

POMS2®日本語版（成人用・短縮版）は、【怒り－敵意】【混乱－当惑】【抑う

つ－落ち込み】【疲労－無気力】【緊張－不安】【活気－活力】【友好】の７尺度と、

ネガティブな気分状態を総合的に表す「TMD 得点」から、気分状態を評価でき

るものである。 

SF-12v2®は、(1)身体機能、(2)日常役割機能（身体）、 (3)体の痛み、(4)全体

的健康感、(5)活力、(6)社会生活機能、(7)日常役割機能（精神)、(8)心の健康、と

いう 8 つの健康概念を測定するための複数の質問項目から成り立っている。 

これら２つの調査について、プログラム前後の両方で回答が得られた中高齢

者 12 名のデータの変化を評価した。また 12 名のうち、参加回数が 10 回を超え

た中高齢者を高頻度参加者として（該当者 6名）、彼らのデータ変化も評価した。 

その結果、中高齢者の特に高頻度参加者において、POMS2®の「抑うつ－落

ち込み」が下がり、「活気－活力」が上がっていた。また、SF-12v2®の「日常役

割機能（精神）」が上がっていた。詳細は以下の通りであった。 

 

POMS2® 

「抑うつ－落ち込み」 

参加者全体 ：参加前 46.2±3.8 点 ⇒ 参加後 44.1±2.7 点 （p=0.060） 

高頻度参加者：参加前 46.8±2.4 点 ⇒ 参加後 44.3±1.6 点 （p=0.021） 

「活気－活力」 

参加者全体 ：参加前 57.2±9.1 点 ⇒ 参加後 59.4±8.8 点 （p=0.357） 

高頻度参加者：参加前 56.0±7.3 点 ⇒ 参加後 63.2±5.7 点 （p=0.090） 

 

SF-12v2® 

「日常役割機能（精神）」 

参加者全体 ：参加前 46.2± 9.8 点 ⇒ 参加後 51.2±7.7 点 （p=0.184） 

高頻度参加者：参加前 44.1±10.2 点 ⇒ 参加後 54.3±3.2 点 （p=0.054） 
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５．おわりに 

2016 年度日本財団助成事業を受けて実施した、「世代交流型自然体験・介護予

防プログラムの開発」事業によって、 

1) 長野県東御市の中山間地指定エリアにて、子ども、保護者、中高齢者が定期

的に集い（計 35 回）、自然体験活動を中心とする多世代交流プログラムを年

間通して開催する仕組みが構築できた。 

2) 継続的にプログラムを実施することによって、子どもたちの発達の促進（心

身の成長）、子育てに関わる保護者の支援（育児ストレスの解消や子どもと

の関わり方の改善）、中高齢者の心身の改善と QOL（生活の質）の向上、中

山間地域の里山整備（下草刈りや枝落とし等の人力による整備）に伴う森林

環境の改善等、多方面にわたる効果が期待できるプログラムとなった。 

3) 上記 2 点から、事業成果物として、実施報告書とパンフレットを作成するこ

とができ、少子高齢化が進行する地方部の中山間地域においても展開可能な

事業モデルとして、今後広く普及を図るための条件整備ができた。 

 

 

 

 

【成果物リーフレット：裏表紙写真】 
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（2017 年 3 月発刊） 


